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平
成
二
十
九
年
六
月　
二
︱
一
六
頁
一
、
小
序
「
蜀
学
」
は
巴
蜀
の
大
地
に
発
生
し
、
そ
れ
自
身
の
特
色
を
具
え
て
お
り
、
ま
た
中
原
の
学
術
と
互
い
に
連
携
し
合
い
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
学
術
で
あ
る
。
空
間
的
に
見
る
と
、
お
お
む
ね
四
川
・
重
慶
・
漢
中
・
滇
北
・
甘
南
・
鄂
西
・
湘
西
な
ど
の
地
を
含
み
、
ほ
と
ん
ど
我
が
中
国
の
全
て
の
西
南
地
区
を
包
み
込
ん
で
い
る
。『
尚
書
』
牧
誓
が
提
示
す
る
「
西
土
八
国
」（
庸
・
蜀
・
羌
・
髳
・
微
・
盧
・
彭
・
濮
）
と
、『
漢
書
』
地
理
志
の
「
巴
・
蜀
・
広
漢
」
お
よ
び
「
巴
蜀
同
俗
」（
注
1
）
の
武
都
・
漢
中
・
犍
為
・
牂
牁
・
越
巂
な
ど
の
地
に
相
当
す
る
。
時
間
的
に
見
る
と
、
上
古
よ
り
晚
清
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
蜀
学
に
は
悠
久
の
歴
史
が
あ
り
且
つ
極
め
て
特
色
に
富
ん
で
い
る
。
三
秦
・
三
晋
・
斉
魯
・
呉
越
・
荊
楚
・
嶺
南
な
ど
の
地
域
文
化
と
同
様
に
、
中
国
文
化
の
燦
爛
た
る
宝
庫
の
な
か
の
重
要
な
組
成
部
分
で
あ
り
、
単
に
地
域
的
な
意
義
を
具
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
全
土
な
い
し
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
を
具
え
て
い
る
。
巴
蜀
の
地
は
中
国
の
西
南
地
区
に
位
置
し
、
北
に
秦
嶺
と
大
巴
山
が
あ
り
、
西
と
南
に
は
高
原
が
あ
り
、
東
に
は
三
峽
が
あ
り
、
同
時
に
「
桟
道
千
里
、
所
と
し
て
通
じ
ざ
る
は
無
し
」（
注
2
）
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
相
対
的
に
独
立
し
、
且
つ
閉
鎖
的
で
な
い
地
理
「
蜀
学
」
と
「
儒
学
」
︱「
蜀
学
」
の
歴
史
及
び
そ
の
儒
学
に
対
す
る
貢
献
舒
　
大
剛
（
白
井
　
順 
訳
）
〔
特
集
〕
（ 2 ）
環
境
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
は
じ
め
て
蜀
学
は
開
放
性
と
包
容
性
な
ど
の
特
徴
を
具
有
し
え
た
の
で
あ
る
。
先
秦
の
巴
蜀
に
は
、
夷
・
氐
・
羌
が
併
存
し
、
巴
・
蜀
・
華
を
涵
容
し
、
兼
ね
て
易
、
老
、
儒
の
三
種
の
思
想
体
系
を
取
り
入
れ
て
そ
れ
ら
を
融
合
し
た
。
漢
代
よ
り
以
後
、
儒
、
釈
、
道
を
受
け
入
れ
、
自
ら
体
系
を
成
し
、
三
教
九
流
の
同
源
に
し
て
異
流
の
文
化
モ
デ
ル
を
次
第
に
形
成
し
、
多
種
の
文
化
が
こ
こ
に
融
合
さ
れ
た
。
歴
史
上
、
先
秦
で
育
ま
れ
、
両
漢
に
最
初
の
隆
盛
を
迎
え
、
魏
晋
南
北
朝
に
は
低
迷
し
た
が
、
唐
宋
に
高
潮
し
、
元
明
で
持
続
し
、
清
初
に
は
沈
黙
し
た
も
の
の
、
晚
清
民
国
に
ふ
た
た
び
隆
盛
す
る
と
い
う
歴
史
の
演
変
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
創
造
し
た
多
く
の
成
果
は
儒
教
・
道
教
の
二
者
が
共
同
で
継
承
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
二
、「
蜀
学
」
の
主
要
な
成
果
蜀
学
の
成
就
に
関
し
て
、
劉
咸
炘
は
『
蜀
学
論
』
の
中
で
「
大
は
文
史
に
在
り
」（
注
3
）
と
言
う
。
し
か
し
国
学
の
レ
ベ
ル
か
ら
見
れ
ば
、
制
度
・
経
典
・
信
仰
・
価
値
観
と
い
う
四
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
蜀
学
の
成
果
を
帰
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
．
制
度
面
制
度
の
建
設
は
、
影
響
の
長
い
深
層
レ
ベ
ル
の
建
設
で
あ
る
。
古
代
巴
蜀
が
制
度
の
建
設
方
面
に
お
い
て
成
就
し
た
成
果
の
主
な
も
の
と
し
て
、
文
翁
石
室
、
高
公
礼
殿
、
そ
れ
に
『
蜀
刻
十
三
経
』
が
あ
る
。
文
翁
石
室
は
前
漢
の
景
帝
末
年
に
蜀
守
文
党
が
建
て
た
も
の
、
高
公
礼
殿
は
後
漢
後
期
の
蜀
郡
太
守
高
（
目
矢
）
が
建
て
た
も
の
、『
蜀
刻
十
三
経
』
は
五
代
の
孟
蜀
時
期
に
毋
昭
裔
な
ど
の
人
が
創
意
工
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。
呂
陶
の
『
府
学
経
史
閣
落
成
記
』
に
、「
蜀
学
の
盈
（
盛
）、
天
下
に
冠
た
り
て
無
窮
に
垂
る
る
も
の
、
其
れ
三
を
具
有
す
。
一
に
曰
く
、
文
翁
の
石
室
、
二
に
曰
く
、
周
公
の
礼
殿
、
三
に
曰
く
、
石
壁
の
九
経
。
蓋
し
周
道
衰
微
し
て
よ
り
郷
校
は
毀
廃
し
、
秦
の
暴
に
罹
る
も
、
漢
の
景
･
武
間
に
至
り
て
、
典
章
の
風
化
は
稍
や
復
た
講
ぜ
ら
れ
、
時
に
文
翁
蜀
郡
の
為
に
学
校
を
市
に
起
こ
す
…
…
」（
注
4
）
と
言
う
。
文
翁
が
こ
の
行
動
を
と
っ
た
の
は
特
別
の
と
こ
ろ
に
理
由
が
あ
る
。
時
期
は
ち
ょ
う
ど
景
帝
と
武
帝
の
間
に
あ
た
り
（
武
帝
の
儒
学
重
視
は
ま
だ
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
景
帝
は
守
成
の
君
で
あ
り
、
黄
老
を
崇
尚
し
て
無
為
に
し
て
治
ま
る
と
し
た
）、
文
翁
は
西
南
に
儒
学
を
振
興
し
、
教
化
を
推
し
進
め
た
。
四
川
の
人
間
と
し
て
、
呂
陶
の
言
い
方
に
は
誇
張
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
北
宋
の
も
う
一
人
の
重
臣
・
席
益
亦
は
『
府
学
石
経
堂
図
籍
記
』
の
中
で
「
蜀
儒
の
文
章
は
天
下
に
冠
た
り
て
、
其
の
学
校
の
盛
は
、
漢
に
は
石
室
と
礼
殿
を
称
す
。
近
世
に
は
則
ち
石
九
経
、
今
皆
存
す
。
孝
景
帝
の
時
よ
り
、
太
守
文
翁
始
め
て
石
室
（ 3 ）
を
作
る
。
東
漢
の
興
平
元
年
に
至
り
て
、
太
守
高
（
目
矢
）
周
公
の
礼
殿
を
石
室
の
東
に
作
り
、
邃
古
以
来
の
君
臣
聖
賢
を
図
画
す
。
然
れ
ど
も
亦
た
魏
晋
の
名
流
有
り
」（
注
5
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
高
公
の
時
に
至
っ
て
、
石
室
は
学
校
と
な
り
、
ま
た
礼
殿
（
祭
殿
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）
と
も
な
っ
て
い
た
。
教
育
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
祭
祀
に
も
供
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
国
最
初
の
「
廟
学
合
一
」
の
制
度
で
あ
り
、
中
原
王
朝
に
く
ら
べ
る
と
中
身
は
同
じ
だ
が
、
建
制
は
四
〇
〇
年
あ
ま
り
早
い
。
『
漢
書
』
循
吏
伝
と
『
漢
書
』
地
理
志
は
い
ず
れ
も
、
文
翁
が
石
室
学
宮
を
創
設
し
た
こ
と
に
つ
い
て
充
分
に
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。『
漢
書
』
循
吏
伝
に
言
う
。
　
文
翁
は
、
廬
江
舒
の
人
な
り
。
少
く
し
て
学
を
好
み
、
『
春
秋
』
に
通
ず
。
郡
県
吏
察
を
以
て
挙
げ
ら
れ
、
景
帝
末
、
蜀
郡
の
守
と
為
る
。
仁
愛
に
し
て
教
化
を
好
み
、
蜀
地
の
辟
陋
に
し
て
蛮
夷
の
風
有
る
を
見
て
、
文
翁
こ
れ
を
誘
進
せ
ん
と
欲
す
。
乃
ち
郡
県
の
小
吏
の
開
敏
に
し
て
材
有
る
張
叔
等
十
余
人
を
選
び
、
親
し
く
自
ら
飭
厲
し
、
遣や
り
て
京
師
に
詣いた
ら
せ
、
業
を
博
士
に
受
け
し
め
、
或
い
は
律
令
を
学
ば
し
む
。
…
…
こ
れ
に
繇よ
り
て
大
い
に
化
し
、
蜀
地
の
京
師
に
学
ぶ
者
は
斉
魯
に
比なら
ぶ
。
武
帝
の
時
に
至
り
、
乃
ち
天
下
郡
国
を
し
て
皆
学
校
官
を
立
た
し
む
る
は
、
文
翁
よ
り
し
て
こ
れ
が
始
を
為
す
と
云
う
。
文
翁
蜀
に
終
わ
り
、
吏
民
為
に
祠
堂
を
立
て
、
歲
時
の
祭
祀
絶
え
ず
。
今
に
至
る
ま
で
巴
蜀
の
文
雅
を
好
む
は
、
文
翁
の
化
な
り
（
注
6
）
。
文
翁
が
蜀
を
治
め
た
時
に
、
知
識
や
文
化
を
学
習
す
る
こ
と
を
通
じ
て
重
要
な
職
位
を
担
っ
た
人
も
い
て
、
当
時
漢
朝
の
官
職
を
得
る
主
要
な
道
が
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
と
納
貲
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
蜀
郡
が
文
化
的
成
績
に
よ
っ
て
仕
官
す
る
道
を
最
初
に
開
い
た
こ
と
に
な
る
。
文
翁
が
学
問
を
重
ん
じ
た
行
為
の
意
義
は
重
大
で
あ
っ
て
、
地
方
政
府
が
学
校
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
文
翁
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
巴
蜀
の
人
々
が
代
々
文
翁
を
祭
る
の
は
上
引
の
『
漢
書
』
循
吏
伝
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
、
石
室
中
学
の
大
門
に
は
ま
だ
高
々
と
「
文
翁
石
室
」
の
額
牌
匾
が
掲
げ
ら
れ
、
校
内
に
は
文
翁
祠
が
あ
り
、
成
都
市
青
羊
区
に
は
文
家
場
が
、
市
内
に
文
翁
路
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
文
翁
を
記
念
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
つ
取
り
挙
げ
る
に
値
す
る
こ
と
が
あ
る
。
司
馬
相
如
は
文
翁
興
教
の
影
響
を
受
け
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
実
は
、
司
馬
相
如
は
文
帝
の
時
に
有
名
に
な
り
、
そ
の
学
問
は
文
翁
が
蜀
を
教
化
す
る
以
前
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
巴
蜀
文
（ 4 ）
献
『
益
部
耆
旧
伝
』
の
佚
文
が
記
載
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
司
馬
相
如
は
か
つ
て
臨
邛
の
白
鶴
山
に
従
っ
て
経
学
を
学
習
し
、
そ
の
辞
賦
は
極
め
て
深
い
経
学
の
基
礎
技
能
を
体
現
し
て
お
り
、
蜀
学
の
推
進
と
発
展
に
と
っ
て
重
大
な
貢
献
を
し
た
。
彼
の
成
功
は
郷
党
に
と
っ
て
模
範
的
な
は
た
ら
き
を
な
し
た
の
で
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
に
「
司
馬
相
如
は
京
師
・
諸
侯
に
游
宦
し
、
文
辞
を
以
て
世
に
顕
わ
る
。
郷
党
は
そ
の
跡
を
慕
循
し
、
後
に
王
褒
・
厳
遵
・
揚
雄
の
徒
、
文
章
は
天
下
に
冠
た
り
。
文
翁
そ
の
教
を
倡とな
う
る
は
、
相
如
こ
れ
が
師
た
り
」
と
述
べ
る
。
先
人
は
「
景
帝
の
儒
に
任
ぜ
ず
、
又
た
郡
国
向
に
未
だ
学
を
立
て
ざ
る
を
以
て
、（
文
）
翁
は
絶
業
を
振
厲
し
、
挙
ぐ
る
所
風
に
向
か
う
。
固
よ
り
循
吏
の
首
と
な
る
は
宜
な
り
」（
注
7
）
と
盛
ん
に
文
翁
を
称
賛
す
る
。『
漢
書
』
循
吏
伝
が
文
翁
を
第
一
位
に
列
挙
す
る
の
は
、
彼
が
教
育
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。
楊
慎
の
評
価
は
も
っ
と
適
切
で
あ
る
。
彼
は
『
全
蜀
芸
文
志
』
序
文
中
に
お
い
て
こ
う
述
べ
る
。「
昔
漢
代
の
文
治
、
こ
れ
を
興
す
者
は
文
翁
な
り
。
礼
殿
の
図
は
、
後
世
の
学
を
建
つ
る
者
こ
れ
に
仿
う
な
り
。
馬
遷
の
立
伝
は
こ
れ
を
徴
す
。
当
時
号
し
て
『
西
南
の
斉
魯
、
岷
峨
の
洙
泗
』
と
為
す
。
文
の
治
道
に
関
わ
り
有
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
文
翁
の
功
は
誣し
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」。
二
．
学
術
面
劉
咸
炘
は
『
論
蜀
学
』
の
な
か
で
、「
蜀
学
を
統
観
す
る
に
、
大
は
文
、
史
に
在
り
て
、
戈
矛
の
攻
撃
寡
な
く
、
門
戶
の
眩
眯
無
し
。
封
軫
の
以
て
阿
私
す
る
に
非
ず
、
誠
に
素
絲
の
染
紫
を
懼
る
」（
注
8
）
と
言
う
が
、
蜀
学
の
主
要
な
成
果
は
文
学
と
史
学
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
、
且
つ
門
戶
の
見
と
師
法
・
家
法
の
固
守
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
包
容
性
が
あ
る
と
い
う
特
徵
を
具
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
劉
氏
は
さ
ら
に
蜀
学
の
重
要
な
成
果
を
総
括
す
る
。
ま
ず
、
易
学
の
方
面
に
お
い
て
彼
は
、「
学
は
六
芸
に
在
り
、
経
首
の
三
聖
、
『
大
易
』
の
伝
、
蜀
は
特
に
盛
と
為
す
」
と
言
い
、
そ
の
代
表
的
人
物
と
し
て
以
下
を
挙
げ
る
。
商
瞿
（
孔
子
の
易
学
を
伝
え
る
）、
趙
賓
（『
易
』
の
「
箕
子
」
を
「
荄
茲
」
と
す
る
。
孟
喜
に
授
け
る
）、
厳
君
平
（
専
ら
大
易
に
詳
し
く
、
揚
雄
に
伝
え
る
）、
揚
雄
（
易
を
ま
ね
て
『
太
玄
』
を
作
る
）、
任
安
（
孟
氏
易
を
伝
え
る
）、
景
鸞
（
施
氏
易
を
伝
え
る
）、
衛
元
嵩
（『
元
包
経
』
を
撰
す
）、
李
鼎
祚
（『
周
易
集
解
』
著
わ
す
）、
譙
定
（
程
氏
易
を
伝
え
る
）、
馮
時
行
（
譙
定
の
学
を
伝
え
る
）、
張
行
成
（『
皇
極
』
書
を
撰
す
）、
房
審
権
（
百
家
の
易
を
集
め
解
し
て
『
義
海
』
を
成
す
）、
来
知
徳
（『
周
易
集
注
』
を
撰
す
）
等
々
で
あ
る
。
巴
蜀
の
易
学
の
成
果
は
と
て
も
多
く
、
今
に
伝
え
ら
れ
る
唐
宋
の
易
学
著
作
は
、
巴
蜀
地
区
が
数
多
く
生
み
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
唐
代
（ 5 ）
の
李
鼎
祚
『
周
易
集
解
』
は
、
漢
易
と
南
北
朝
の
易
学
（
特
に
象
数
易
学
）
の
主
要
な
観
点
を
保
存
し
て
い
る
。
南
宋
の
房
審
権
『
周
易
義
海
』
は
、
百
家
の
易
注
を
彙
集
し
、
当
時
の
規
模
と
し
て
は
最
大
の
易
学
集
解
で
あ
る
。
明
代
の
来
知
徳
『
周
易
集
注
』
は
、
明
代
に
象
数
と
義
理
を
と
も
に
重
視
す
る
新
た
な
易
学
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
こ
う
し
た
劉
咸
炘
の
総
括
は
、
や
は
り
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
多
く
の
遺
漏
も
あ
り
補
充
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
晋
代
易
学
家
の
范
長
生
は
『
蜀
才
易
』
を
著
わ
し
た
が
、
そ
の
経
文
は
今
文
易
と
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
王
弼
易
と
も
異
な
り
、
巴
蜀
特
有
の
系
統
で
あ
る
。
蘇
東
坡
『
東
坡
易
伝
』
は
、
易
道
と
玄
学
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
、特
に
仏
教
学
に
よ
る
重
要
な
『
易
』
解
で
も
あ
っ
て
、
僅
か
に
現
存
す
る
北
宋
の
四
部
『
易
』
解
の
一
つ
で
あ
る
。
魏
了
翁
は
漢
易
・
宋
易
の
両
者
を
並
べ
て
重
ん
じ
、
『
周
易
正
義
』
を
刪
定
し
て
『
周
易
要
義
』
を
成
し
た
以
外
に
『
周
易
集
義
』
も
あ
り
、
北
宋
の
理
学
易
の
成
果
を
集
大
成
す
る
。
張
浚
、
張
栻
父
子
に
は
と
も
に
『
易
伝
』
が
あ
り
、
李
心
伝
に
は
『
丙
子
学
易
編
』
が
あ
る
。
ほ
か
に
、元
代
の
黄
沢
『
易
学
濫
觴
』、
王
申
子
『
大
易
緝
説
』、
明
代
の
熊
過
『
周
易
象
旨
訣
録
』
等
が
あ
る
。
清
以
後
、
巴
蜀
地
区
に
は
や
は
り
多
く
の
易
学
大
家
が
現
れ
た
。
李
調
元
、
呂
呉
調
陽
、
劉
沅
、
何
志
高
、
范
泰
衡
、
尹
昌
衡
等
で
あ
る
。
劉
咸
炘
が
程
伊
川
の
「
易
学
は
蜀
に
在
り
」
の
説
に
賛
同
し
、「
詩
歌
は
唐
に
在
り
」
と
並
べ
る
の
は
虚
語
で
は
な
い
（
注
9
）
。
次
に
、
史
学
の
方
面
に
つ
い
て
。
劉
咸
炘
は
言
う
、「
史
氏
の
家
法
は
唐
に
至
り
斁やぶ
る
。
隋
前
の
成
書
は
僅
か
に
十
数
を
存
し
、
蜀
は
そ
の
二
を
得
」
と
。
続
け
て
彼
は
以
下
を
列
挙
す
る
。
陳
寿
（
西
晋
、『
三
国
志
』
を
著
す
）、
常
璩
（
東
晋
、『
華
陽
国
志
』
の
著
者
）、
孫
光
憲
（
五
代
、『
北
夢
瑣
言
』
の
著
者
）、
蘇
洵
（
宋
、
『
諡
法
』『
太
常
因
革
礼
』
の
著
者
）、
句
延
慶
（
宋
、『
錦
里
耆
旧
伝
』
の
著
者
）、
張
唐
英
（
宋
、『
蜀
檮
杌
』
の
著
者
）、
范
祖
禹
（
宋
、『
資
治
通
鑑
』
の
編
纂
を
補
佐
、『
唐
鑑
』
の
著
者
）、
費
枢
（
宋
、『
廉
吏
伝
』
の
著
者
）、
王
称
（
宋
、『
東
都
事
略
』
の
著
者
）、
李
心
伝
（
宋
、『
建
炎
以
来
繫
年
要
録
』『
朝
野
雑
記
』『
旧
聞
證
誤
』『
道
命
録
』
等
の
著
者
）、
李
燾
（
宋
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
の
著
者
）、
王
当
（
宋
、『
春
秋
列
国
諸
臣
伝
』
の
著
者
）、
杜
大
珪
（
宋
、『
名
臣
碑
伝
琬
琰
集
』
の
著
者
）、
李
攸
（
宋
、
『
宋
朝
事
実
』
の
著
者
）、
程
公
説
（
宋
、『
春
秋
分
紀
』
の
著
者
）、
史
炤
（
宋
、『
通
鑑
釈
文
』
の
著
者
）、
呉
縝
（
宋
、『
新
唐
書
糾
繆
』『
五
代
史
記
纂
誤
』
の
著
者
）
等
々
。
こ
の
う
ち
の
大
部
分
の
著
作
に
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
具
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
范
祖
禹
は
、
司
馬
光
が
北
宋
の
最
も
重
要
な
史
学
著
作
『
資
治
通
鑑
』
を
作
る
の
を
助
け
た
。『
資
治
通
鑑
』
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
か
ら
言
う
と
、
そ
の
う
ち
の
半
分
ぐ
ら
い
は
范
祖
禹
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
（ 6 ）
も
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
自
身
『
唐
鑑
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
唐
代
の
歴
史
に
関
わ
る
史
論
の
著
作
で
あ
る
。
王
称
・
李
燾
・
李
心
伝
も
そ
れ
ぞ
れ
『
東
都
事
略
』『
続
資
治
通
鑑
長
編
』『
建
炎
以
来
繫
年
要
録
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
史
学
研
究
法
の
基
礎
を
作
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
完
備
し
た
歴
史
記
録
で
あ
る
。『
宋
会
要
』
の
最
後
の
編
輯
稿
で
あ
る
『
総
類
国
朝
会
要
』
は
巴
蜀
の
学
人
・
李
心
伝
と
張
従
祖
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
宋
代
の
歴
史
を
研
究
す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
蜀
人
及
び
そ
の
著
作
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
劉
咸
炘
が
「
蓋
し
唐
後
の
史
学
に
蜀
よ
り
隆さかんな
る
は
莫
し
」
と
言
う
の
に
は
道
理
が
あ
る
。再
び
文
学
方
面
を
論
じ
た
い
。
劉
咸
炘
は
言
う
、「
二
南
（
周
南･
召
南
）
分
緝
し
、
西
主
は
召
公
な
り
。
蜀
士
の
作
、
固
よ
り
已
に
『
国
風
』
に
弁
冕
し
、
盛
漢
に
声
を
揚
ぐ
。（
司
馬
）
相
如
、
（
王
）
褒
、（
揚
）
雄
は
、
国
華
の
半
ば
を
分
か
ち
、
詞
苑
の
宗
と
す
る
所
と
為
る
」。
こ
れ
は
西
周
の
と
き
周
公
と
召
公
が
分
け
て
治
め
、
周
公
は
東
方
を
主
り
、
召
公
が
西
方
を
主
っ
た
が
、
そ
の
『
詩
経
』
の
「
召
南
」
に
す
で
に
蜀
人
の
作
品
が
見
え
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
司
馬
相
如
は
賦
を
作
り
有
名
に
な
り
、
王
褒
・
揚
雄
は
積
極
的
に
模
倣
し
て
、
自
分
の
文
章
を
完
成
さ
せ
た
。
漢
賦
の
四
大
家
の
う
ち
三
人
は
蜀
の
人
で
あ
る
。
劉
氏
は
続
け
て
ま
た
多
く
の
文
学
者
を
列
挙
し
て
賞
讃
す
る
。
た
と
え
ば
、
東
漢
の
李
尤
、
楊
終
、
唐
代
の
陳
子
昂
、
李
白
、
宋
代
の
「
三
蘇
」、
蘇
舜
卿
、
北
宋
と
南
宋
の
間
の
唐
庚
、
元
代
の
虞
集
、
明
代
の
楊
慎
等
々
。
そ
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
唐
宋
八
家
は
晚
学
の
祖
と
す
る
所
な
る
も
、
蜀
は
そ
の
三
を
得
て
、
維
れ
子　
父
を
承
く
。
明
允
は
強
勁
に
し
て
（
明
允
は
即
ち
老
蘇
）、
兵
家
の
余
緒
（
老
蘇
は
文
善
く
し
且
つ
善
く
兵
を
言
い
、『
権
書
』
を
撰
す
）。
子
瞻
は
多
能
に
し
て
、
廣
大
の
主
と
為
る
。
蘇
氏
の
文
は
、
蓋
し
古
に
比
す
べ
か
ら
ず
。
南
渡
以
還
、
天
下
を
衣
被
し
、
羊
肉
菜
羹
、
竟
に
諺
語
と
成
る
」。
こ
れ
は
、
南
宋
以
降
の
読
書
人
が
競
っ
て
蘇
軾
の
文
章
を
学
び
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、「
蘇
文
に
熟
す
れ
ば
、
羊
肉
を
吃
す
る
が
ご
と
く
、
蘇
文
に
生
な
れ
ば
、
菜
羹
を
吃
す
る
が
ご
と
し
」
と
い
う
成
語
さ
え
生
ま
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
三
．
信
仰
面
巴
蜀
の
人
々
も
ま
た
自
分
の
信
仰
体
系
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、「
三
皇
五
帝
」
は
、
儒
家
経
典
の
『
周
礼
』
に
最
も
早
く
登
場
す
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
集
合
名
詞
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
に
指
し
示
す
も
の
は
不
明
で
あ
る
。「
三
皇
」
に
つ
い
て
は
、
中
原
で
は
伏
羲
・
女
媧
・
神
農
（『
春
秋
運
斗
枢
』）
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
伏
羲
・
燧
人
・
神
農
（『
尚
書
大
伝
』）、
あ
る
い
は
伏
羲
・
神
農
・
黄
帝
（『
帝
王
世
紀
』）、
あ
る
い
は
伏
羲
・
神
農
・
祝
融
（ 7 ）
（『
白
虎
通
義
・
号
』）
な
ど
と
別
の
言
い
方
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
前
漢
以
後
に
な
っ
て
や
っ
と
出
現
し
た
も
の
で
、
最
も
早
い
も
の
は
や
は
り
伏
生
の
『
尚
書
大
伝
』
で
あ
る
。
巴
蜀
の
「
三
皇
」
は
す
な
わ
ち
天
皇
・
地
皇
・
人
皇
で
、
最
も
早
期
の
記
述
は
戦
国
史
書
『
世
本
』
お
よ
び
前
漢
『
蜀
王
本
紀
』
に
見
え
る
。
巴
蜀
の
「
三
皇
」
と
中
原
の
「
三
皇
」
に
は
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
五
帝
」
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
中
原
で
は
黄
帝
・
顓
頊
・
帝
嚳
・
堯
・
舜
（『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
）
の
ほ
か
、
別
の
言
い
方
も
あ
り
、
た
と
え
ば
宓
戲
（
虙
羲
）・
神
農
・
黄
帝
・
堯
・
舜
（『
戦
国
策
』
趙
策
）、
あ
る
い
は
神
農
・
黄
帝
・
顓
頊
・
帝
嚳
・
堯
（
舜
）（『
呂
氏
春
秋
』
尊
師
）、
あ
る
い
は
少
昊
・
顓
頊
・
帝
嚳
・
堯
・
舜
（
偽
孔
安
国
『
尚
書
序
』）
で
、
い
ず
れ
も
み
な
前
漢
以
後
の
文
献
で
あ
る
。
巴
蜀
の
「
五
帝
」
は
、「
五
主
」（
蠶
叢
・
柏
濩
・
魚
鳧
・
蒲
沢
・
開
明
）
と
言
う
ほ
か
に
「
五
色
帝
」
と
も
言
い
、『
華
陽
国
志
』
の
蜀
志
に
は
、
開
明
王
朝
に
は
「
未
だ
諡
列
あ
ら
ず
、
但
だ
五
色
を
以
て
主
と
為
す
、
故
に
そ
の
廟
は
青
・
赤
・
黒
・
黄
・
白
帝
と
称
す
る
な
り
」（
注
10
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
青
帝
・
赤
帝
・
黒
帝
・
黄
帝
・
白
帝
と
い
う
「
五
帝
」
の
系
統
は
蜀
人
の
歴
史
的
伝
統
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
原
の
「
三
皇
」
は
生
産
方
式
に
よ
っ
て
命
名
せ
ら
れ
、
且
つ
一
人
の
個
人
名
を
附
さ
れ
る
。
巴
蜀
の
場
合
は
、
天
地
人
の
三
才
を
も
っ
て
命
名
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
天
統
、
地
統
、
人
統
の
「
三
才
皇
」
で
あ
る
。
こ
の
後
道
教
が
中
原
の
「
三
皇
」
と
巴
蜀
の
「
三
皇
」
と
を
互
い
に
結
合
さ
せ
、
中
原
の
「
三
皇
」
を
「
後
三
皇
」、
巴
蜀
の
そ
れ
を
「
中
三
皇
」
と
見
な
し
て
前
に
「
前
三
皇
」
を
加
え
、
盤
古
・
混
沌
等
を
含
む
「
九
皇
」
を
構
成
し
て
信
仰
対
象
と
し
た
。
こ
の
信
仰
は
道
教
の
信
仰
の
み
な
ら
ず
、
唐
の
玄
宗
に
至
っ
て
天
下
一
統
と
三
教
合
一
が
唱
導
さ
れ
、
中
央
に
お
い
て
中
原
三
皇
と
巴
蜀
三
皇
を
祭
る
廟
を
設
立
し
た
。
こ
う
し
て
諸
種
の
文
化
の
信
仰
が
混
融
し
て
一
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
五
色
帝
」
が
代
表
し
て
い
る
の
は
一
種
の
五
行
観
念
で
あ
る
。
巴
蜀
は
五
を
尊
び
、
多
く
の
場
合
、
五
と
組
合
せ
る
。『
洪
範
』
が
「
五
時
」
を
論
じ
る
場
合
で
も
ま
た
多
く
五
を
組
み
合
わ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
四
方
を
改
め
て
五
方
と
し
た
り
、
四
季
を
改
め
て
五
季
に
す
る
な
ど
で
あ
る
。
の
ち
に
劉
邦
は
漢
中
の
王
と
な
り
、
巴
蜀
の
「
五
色
帝
」
の
概
念
を
応
用
す
る
に
至
っ
た
。
早
く
よ
り
秦
人
は
西
方
の
民
俗
の
影
響
を
受
け
、
黒
帝
・
白
帝
・
赤
帝
と
言
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
結
局
一
個
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
作
り
上
げ
な
か
っ
た
。
劉
邦
が
「
我
を
待
ち
て
五
（
帝
）
と
な
る
」（
注
11
）
と
言
う
に
及
ん
で
、
五
色
帝
の
五
廟
を
建
設
し
て
祭
祀
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
、
巴
蜀
の
特
殊
な
古
史
伝
承
の
体
系
と
特
有
の
三
才
観
念
・
五
行
観
念
と
密
切
な
関
係
が
あ
る
。
（ 8 ）
四
．
経
典
面
儒
家
の
経
典
は
絶
え
間
な
く
展
開
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。
最
も
早
く
孔
子
は
そ
の
初
年
に
「
四
経
」
を
伝
え
た
が
、
こ
れ
は
西
周
の
国
子
に
教
え
る
教
材
で
あ
る
「
四
経
」（『
楽
記
』
に
言
う
、
「
先
王
の
『
詩
』『
書
』『
礼
』『
楽
』
に
順
い
て
以
て
士
を
造
る
」、
『
史
記
』
に
言
う
、「（
子
は
）『
詩
』『
書
』『
礼
』『
楽
』
を
以
て
教
う
、
弟
子
蓋
し
三
千
」）
を
継
承
し
た
も
の
で
、
そ
の
晩
年
に
な
っ
て
『
易
』
と
『
春
秋
』
を
増
や
し
て
「
六
経
」
と
し
た
。
前
漢
時
期
に
な
っ
て
も
、博
士
は
た
だ
「
五
経
」（『
詩
』『
書
』『
礼
』
『
易
』『
春
秋
』）
を
伝
え
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
文
翁
石
室
は
「
五
経
」
の
体
系
を
突
き
破
っ
て
、「
五
経
」
の
ほ
か
に
『
論
語
』
『
孝
経
』
を
加
え
て
「
七
経
」（『
三
国
志
』
や
『
華
陽
国
志
』
に
見
え
る
）
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
理
由
は
、
巴
蜀
の
蛮
夷
の
風
を
改
革
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、『
論
語
』『
孝
経
』
の
な
か
の
倫
理
・
道
徳
の
内
容
は
極
め
て
豊
富
で
、
経
典
と
し
て
の
価
値
を
備
え
て
い
て
非
常
に
尊
崇
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
中
原
に
も
『
論
語
』『
孝
経
』
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
し
か
し
た
だ
「
伝
」
と
は
言
え
て
も
「
経
」
と
は
呼
べ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
地
位
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。「
七
経
」
の
体
系
は
後
漢
に
至
っ
て
普
遍
的
に
認
可
さ
れ
た
。
鄭
玄
が
「
群
経
に
遍
く
注
す
」
る
時
に
『
論
語
』『
孝
経
』
は
あ
り
、「
熹
平
石
経
」
を
刻
し
た
際
に
も
そ
れ
ら
は
存
在
し
た
。
蜀
人
が
経
典
の
体
系
を
突
き
破
っ
て
中
原
の
認
可
を
獲
得
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
唐
代
に
至
り
、
経
典
を
試
験
す
る
の
に
「
九
経
」
が
で
き
た
。
「
開
成
石
経
」
が
十
二
種
の
経
典
を
刻
し
て
も
、「
経
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
わ
ず
か
に
「
九
経
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
他
の
何
種
か
は
当
時
た
だ
「
伝
」
と
し
て
し
か
認
め
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
蜀
の
石
経
は
五
代
の
孟
蜀
か
ら
始
ま
り
、
北
宋
に
な
っ
て
十
三
種
の
経
典
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
石
室
十
三
経
」
で
あ
り
、「
十
三
経
」
の
概
念
は
こ
こ
か
ら
形
成
さ
れ
た
。
当
時
「
石
室
十
三
経
」
に
は
注
の
文
ま
で
付
帯
さ
れ
て
い
た
の
で
石
碑
は
極
め
て
多
く
、
晁
公
武
が
「
石
は
千
数
を
逾こ
ゆ
」
と
述
べ
て
い
る
。
西
安
の
「
開
成
石
経
」
が
保
存
し
て
き
た
の
は
一
一
四
塊
、
保
存
さ
れ
て
北
京
国
子
監
に
至
っ
た
「
乾
隆
石
経
」
は
一
九
〇
塊
、
杭
州
の
「
紹
興
石
経
」
は
も
っ
と
少
な
く
、
そ
の
上
風
化
が
激
し
い
。
そ
の
他
の
石
経
に
つ
い
て
は
校
勘
に
使
う
価
値
が
ほ
と
ん
ど
無
い
（
注
12
）
。
漢
代
の
文
翁
石
室
は
「
五
経
」
か
ら
「
七
経
」
に
拡
大
し
、
五
代
の
孟
蜀
は
ま
た
「
九
経
」
か
ら
「
十
三
経
」
に
広
げ
た
。
南
宋
の
時
に
至
っ
て
、
史
繩
祖
『
学
斉
佔
畢
』
の
記
載
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
人
が
『
礼
記
』
と
同
時
に
生
み
出
さ
れ
、
且
つ
同
じ
性
格
を
持
つ
『
大
戴
礼
記
』
を
経
典
に
編
入
し
、「
十
三
経
」
を
「
十
四
経
」
に
ま
で
拡
大
し
た
。
晩
清
に
至
っ
て
、
廖
平
は
今
文
経
学
と
古
文
経
学
を
厳
格
に
区
別
し
、
今
文
・
古
文
二
つ
の
大
き
な
系
統
に
基
づ
い
て
儒
家
経
典
を
詮
釈
（ 9 ）
し
、「
十
三
経
注
疏
」
を
「
十
八
経
注
疏
」
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
試
み
た
。
あ
と
の
二
度
の
努
力
は
ま
だ
最
終
的
な
認
可
を
得
て
い
な
い
に
し
て
も
、
蜀
人
は
不
断
に
努
力
し
て
経
典
の
体
系
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
儒
家
の
経
典
体
系
の
拡
大
ご
と
に
蜀
学
は
重
要
な
意
義
を
生
み
出
し
て
き
た
。
文
翁
石
室
時
期
は
「
五
経
」
を
「
七
経
」
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
明
確
に
『
論
語
』『
孝
経
』
の
地
位
を
上
げ
、
儒
家
の
倫
理
道
徳
観
念
が
急
速
に
巴
蜀
地
区
に
広
ま
る
こ
と
に
な
り
、「
西
辟
の
国
に
し
て
戎
狄
の
長
」（『
戦
国
策
』）
と
言
わ
れ
、
漢
に
な
っ
て
も
な
お
「
蛮
夷
の
風
あ
」
っ
た
（『
漢
書
』）」
状
況
が
改
変
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
巴
蜀
地
区
に
は
孝
廉
が
輩
出
し
、
学
術
が
盛
ん
と
な
り
、「
蜀
儒
の
文
章
は
天
下
に
冠
た
り
」、「
蜀
学
は
斉
魯
に
比なら
ぶ
」（『
三
国
志
』『
華
陽
国
志
』）
な
ど
と
言
わ
れ
、
「
西
南
鄒
魯
」
の
呼
び
名
が
生
ま
れ
た
。「
蜀
石
経
」
が
「
九
経
」
を
「
十
三
経
」
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
唐
代
中
葉
以
来
の
『
孟
子
』
を
経
典
に
編
入
さ
せ
る
と
い
う
呼
び
声
に
応
じ
る
こ
と
に
な
り
、
心
性
論
儒
学
の
最
終
的
な
形
成
を
促
進
し
、
宋
儒
の
「
四
書
」
体
系
の
形
成
を
支
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
廖
平
の
「
十
八
経
注
疏
」
の
構
想
は
、
な
お
未
完
成
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
歴
史
的
方
法
に
よ
る
経
学
研
究
が
全
面
的
に
到
来
す
る
こ
と
を
予
見
し
て
お
り
、
清
朝
学
者
に
よ
る
「
復
古
を
以
て
解
放
を
求
め
る
」
運
動
が
後
漢
の
許･
鄭
の
学
（
古
文
経
学
）
か
ら
前
漢
の
「
今
文
経
学
」
に
復
帰
す
る
あ
ら
た
な
進
展
を
促
進
し
た
。
三
、「
蜀
学
」
の
核
心
的
思
想
先
秦
諸
子
の
学
術
に
は
そ
れ
ぞ
れ
主
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
老
聃
は
柔
を
貴
び
、
孔
子
は
仁
を
貴
び
、
墨
翟
は
廉
（
兼
）
を
貴
び
、
関
尹
は
清
を
貴
び
、
子
列
子
は
虚
を
貴
び
、
陳
駢
は
斉
を
貴
び
、
陽
生
は
己
を
貴
び
、
孫
臏
は
勢
を
貴
び
、
王
廖
は
先
を
貴
び
、
児
良
は
後
を
貴
ぶ
」（
注
13
）
と
言
わ
れ
る
。
儒
家
思
想
は
孔
子
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
「
仁
」
を
核
心
と
し
た
「
仁
義
礼
」
の
構
造
を
持
っ
て
お
り
、「
仁
は
人
な
り
、
親
を
親
と
す
る
を
大
と
為
す
。
義
は
宜
な
り
、
賢
を
尊
ぶ
を
大
と
為
す
。
親
親
の
殺さい
、
尊
賢
の
等
は
、
礼
の
生
ず
る
所
な
り
」
と
言
わ
れ
る
。
孟
子
に
至
っ
て
、「
仁
、
義
、
礼
、
智
」
を
強
調
し
て
、
そ
れ
を
「
四
徳
」
あ
る
い
は
「
四
端
」
と
呼
ん
だ
。『
孟
子
』
告
子
篇
上
に
言
う
、「
惻
隠
の
心
は
仁
な
り
。
羞
悪
の
心
は
義
な
り
。
恭
敬
の
心
は
礼
な
り
。
是
非
の
心
は
智
な
り
。
仁
義
礼
智
は
外
よ
り
我
を
鑠かざ
る
に
非
ず
、
我
固
よ
り
こ
れ
を
有
す
、
思
わ
ざ
る
の
み
」
と
。『
孟
子
』
離
婁
篇
上
に
言
う
、「
仁
の
実
は
、
親
に
事
う
る
こ
と
こ
れ
な
り
。
義
の
実
は
、
兄
に
従
う
こ
と
こ
れ
な
り
。
智
の
実
は
、
こ
の
二
者
を
知
り
て
去
ら
ざ
る
こ
と
こ
れ
な
り
。
礼
の
実
は
、
こ
の
二
者
を
節
文
す
る
こ
と
こ
れ
な
り
」
と
。「
仁
、
義
、
礼
、
智
」
は
孟
子
（ 10 ）
思
想
の
核
心
的
な
価
値
で
あ
り
、
そ
の
最
高
の
境
界
は
「
聖
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
ま
さ
に
「
仁
、
義
、
礼
、
智
」
と
「
聖
」
が
結
合
し
て
「
五
行
」
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。『
孟
子
』
盡
心
篇
下
に
言
う
、「
仁
の
父
子
に
お
け
る
や
、
義
の
君
臣
に
お
け
る
や
、
礼
の
賓
主
に
お
け
る
や
、
知
の
賢
者
に
お
け
る
や
、
聖
人
の
天
道
に
お
け
る
や
、
命
な
り
、
性
有
り
、
君
子
は
命
と
謂
わ
ざ
る
な
り
」
と
（
注
14
）
。
朱
熹
は
こ
の
箇
所
の
「
聖
人
の
天
道
に
お
け
る
や
」
に
注
し
て
「
或
ひ
と
曰
く
、『
人
』
は
衍
字
な
り
」
と
言
う
。
こ
の
考
え
方
は
す
で
に
新
た
に
出
土
し
た
文
献
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
箇
所
の
「
聖
人
」
は
ま
さ
に
「
聖
」
で
あ
る
べ
き
で
、「
聖
」
な
る
も
の
の
徳
行
を
指
し
て
い
る
。
董
仲
舒
に
至
っ
て
、
四
徳
の
ほ
か
に
さ
ら
に
「
信
」
を
大
変
重
視
し
た
。『
春
秋
繁
露
』
楚
荘
王
に
言
う
、「『
春
秋
』
は
礼
を
尊
び
信
を
重
ん
ず
」。
ま
た
、『
漢
書
』
董
仲
舒
伝
に
言
う
、「『
春
秋
』
の
義
は
信
を
貴
び
て
詐
を
賎いやしむ
」。
こ
こ
に
お
い
て
ま
さ
に
「
仁
義
礼
智
」
と
「
信
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
、「
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
五
常
の
道
」（
注
15
）
と
な
り
、
中
国
の
悠
久
な
る
二
千
年
余
り
の
歴
史
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
巴
蜀
の
大
地
に
育
ま
れ
た
古
代
「
蜀
学
」
は
、
儒
家
が
重
ん
じ
る
実
践
性
と
い
う
現
実
感
覚
と
少
し
異
な
っ
て
、
道
家
思
想
と
儒
家
理
念
と
を
互
い
に
結
び
つ
け
、「
道
徳
仁
義
礼
」
の
価
値
構
造
を
創
造
的
に
建
設
し
発
展
さ
せ
た
。
王
褒
以
来
、「
道
徳
を
冠かぶ
り
、
純
仁
を
履
み
、
六
芸
を
被き
て
、
礼
文
を
佩お
ぶ
」（
注
16
）
こ
と
を
主
張
し
、
初
步
的
な
「
道
徳
仁
芸
礼
」
の
構
造
を
形
成
し
た
。
厳
遵
に
至
っ
て
、『
老
子
』
の
「
道
を
失
い
て
而
る
後
に
徳
あ
り
、
徳
を
失
い
て
而
る
後
に
仁
あ
り
、
仁
を
失
い
て
而
る
後
に
義
あ
り
、
義
を
失
い
て
而
る
後
に
礼
あ
り
」
と
い
う
五
徳
対
立
学
説
の
補
修
を
進
め
、
同
時
に
儒
・
道
相
反
す
る
状
態
に
対
し
て
矯
正
を
進
め
て
、
易
・
儒
・
道
を
融
合
し
た
「
道
・
徳
・
仁
・
義
・
礼
」
を
一
体
と
す
る
核
心
価
値
理
念
を
構
築
し
た
。
こ
れ
は
後
世
、
蜀
学
の
千
古
一
系
の
体
系
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
厳
遵
は
言
う
、
「
故
に
道
人
有
り
、
徳
人
有
り
、
仁
人
有
り
、
義
人
有
り
、
礼
人
有
り
。
敢
て
問
う
、
彼
の
人
は
何
を
行
な
い
て
名
号
の
殊
謬
な
る
こ
と
以
て
こ
こ
に
至
る
や
と
。
荘
子
曰
く
、
虚
無
無
為
に
し
て
、
万
物
を
開
導
す
、
こ
れ
を
道
人
と
謂
う
。
清
静
因
応
し
て
、
為
さ
ざ
る
所
無
し
、
こ
れ
を
徳
人
と
謂
う
。
万
物
を
兼
愛
し
て
、
博
く
施
し
て
窮
ま
り
無
し
、
こ
れ
を
仁
人
と
謂
う
。
理
名
正
実
、
事
の
義よろ
し
きを
処
す
、
こ
れ
を
義
人
と
謂
う
。
謙
退
辞
讓
、
敬
し
て
以
て
和
を
守
る
、
こ
れ
を
礼
人
と
謂
う
。
凡
そ
こ
の
五
人
は
、
皆
楽
し
ん
で
長
生
す
」
と
（
注
17
）
。
厳
遵
の
弟
子
・
揚
雄
は
『
法
言
』
問
道
の
な
か
で
言
う
、「
道
、
徳
、
仁
、
義
、
礼
は
こ
れ
を
身
に
譬
え
ん
か
」
と
（
注
18
）
。
ま
た
『
法
言
序
』
に
言
う
、「
事
は
こ
れ
を
道
、
徳
、
仁
、
義
、
礼
に
繋
ぐ
」
と
（
注
19
）
。
揚
雄
の
『
劇
秦
美
新
』
に
言
う
、「
神
明
の
祚
さ
い
わ
いす
（ 11 ）
る
所
、
兆
民
の
托
す
所
、
道
、
徳
、
仁
、
義
、
礼
、
智
と
云
わ
ざ
る
は
罔な
し
」
と
（
注
20
）
。
こ
の
よ
う
に
蜀
学
で
は
、
孟
子
「
仁
義
礼
智
」
の
四
徳
の
前
に
「
道
徳
」
を
冠
す
る
。
唐
代
の
趙
蕤
は
『
長
短
経
』
量
才
の
な
か
で
指
摘
す
る
。「
故
に
道
、
徳
、
仁
、
義
定
ま
り
て
天
下
正
し
」（
注
21
）
、「
故
に
こ
れ
を
称
し
て
道
、
徳
、
仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
と
曰
う
」（
注
22
）
。
北
宋
の
張
商
英
は
そ
の
『
素
書
』
の
注
中
で
言
う
、「
そ
れ
道
、
徳
、
仁
、
義
、
礼
の
五
者
は
一
体
な
り
」（
注
23
）
。
三
蘇
は
蜀
学
の
核
心
的
価
値
観
を
二
つ
の
面
に
分
け
て
い
る
。
一
つ
は
、
形
而
上
の
レ
ベ
ル
で
の
「
道
」、
二
つ
め
は
、
形
而
下
の
レ
ベ
ル
で
の
「
仁
、
義
、
礼
、
楽
」
で
あ
る
。
蜀
人
が
核
心
的
価
値
観
を
構
築
す
る
際
、
往
々
に
し
て
二
つ
の
側
面
か
ら
考
え
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
分
か
る
。
形
而
上
の
道
徳
的
レ
ベ
ル
と
い
う
の
は
、
本
体
に
対
す
る
究
極
的
な
関
心
で
あ
り
、
形
而
下
の
実
践
的
レ
ベ
ル
と
い
う
の
は
、
日
用
生
活
で
の
実
践
的
な
関
心
で
あ
る
。
明
の
楊
慎
に
至
っ
て
こ
う
言
う
、「
仁
義
起
ち
て
道
徳
遷
り
、
礼
法
興
り
て
淳
樸
散
ず
」
と
（
注
24
）
。
少
し
あ
と
の
来
知
徳
の
表
現
は
も
っ
と
完
璧
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
道
徳
を
冠かぶ
り
、
仁
義
を
履
み
、
百
家
を
衣き
て
、
六
芸
を
佩お
ぶ
」（
注
25
）
。
「
道
徳
仁
義
礼
」
と
い
う
こ
の
仕
組
み
に
関
し
て
、
蜀
人
は
単
純
に
そ
れ
を
口
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
論
証
を
伴
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
厳
遵
は
先
に
引
い
た
よ
う
に
「
道
人
有
り
、
徳
人
有
り
…
…
」
と
述
べ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
天
地
の
由
る
所
、
物
類
の
所
以
は
、
道
こ
れ
が
元
と
為
り
、
徳
こ
れ
が
始
と
為
り
、
神
明
宗
と
な
り
、
太
和
祖
と
為
る
」
と
い
う
根
拠
が
前
提
に
な
っ
て
い
た
。
「
道
」
は
根
源
（
元
）、「
徳
」
は
始
ま
り
（
始
）、「
神
明
」
は
陰
陽
の
変
化
、「
太
和
」
は
平
衡
と
和
合
、
万
事
万
物
は
す
べ
て
元
あ
り
始
あ
り
、
そ
し
て
陰
陽
変
化
の
制
約
を
受
け
、
太
乙
と
平
衡
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
「
仁
義
礼
」
な
ど
は
み
な
形
而
下
の
具
体
的
な
事
物
で
あ
る
。
厳
遵
は
ま
た
こ
う
も
言
う
、
「
道
に
深
微
有
り
、
徳
に
厚
薄
有
り
、
神
に
清
濁
有
り
、
和
に
高
下
有
り
。
清
め
る
者
は
天
と
為
り
、
濁
れ
る
者
は
地
と
為
り
、
陽
は
男
と
為
り
、
陰
は
女
と
為
る
。
人･
物
は
假
を
稟
け
、
受
に
多
少
有
り
、
性
に
精
粗
有
り
、
命
に
長
短
有
り
、
情
に
美
悪
有
り
、
意
に
大
小
有
り
。
或
は
小
人
と
為
り
、
或
は
君
子
と
為
り
、
変
化
分
離
し
、
剖
判
し
て
数
等
と
為
る
。
故
に
道
人
有
り
、
徳
人
有
り
、
仁
人
有
り
、
義
人
有
り
、
礼
人
有
り
」（
注
26
）
。
道
徳
仁
義
礼
と
い
う
五
種
の
徳
行
は
、
人
間
の
先
天
的
な
禀
受
の
差
異
に
よ
っ
て
違
い
が
生
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
行
に
厚
薄
が
生
じ
、
人
品
に
異
同
が
生
ま
れ
る
の
は
、「
物
の
斉ひと
し
か
ら
ざ
る
は
、
物
の
情
な
り
」
と
い
う
孟
子
の
言
葉
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
す
べ
て
社
会
の
現
実
が
必
要
と
す
る
人
間
の
ラ
ン
ク
の
差
異
、
造
化
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
た
人
格
の
相
違
の
反
映
な
の
で
あ
る
。
揚
雄
は
『
法
言
』
問
道
に
お
い
て
、
こ
の
五
徳
を
ひ
と
り
の
人
（ 12 ）
間
の
修
養
に
と
っ
て
必
須
の
も
の
と
見
な
し
て
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
道
、
徳
、
仁
、
義
、
礼
は
こ
れ
を
身
に
譬
え
ん
か
。
夫
れ
道
は
以
て
こ
れ
を
導
き
、
徳
は
以
て
こ
れ
を
得
、
仁
は
以
て
こ
れ
を
人
と
し
、
義
は
以
て
こ
れ
を
宜
と
し
、
礼
は
以
て
こ
れ
を
体
す
。
天
な
り
。
合
え
ば
則
ち
渾
じ
、
離
る
れ
ば
則
ち
散
ず
」（
注
27
）
。
こ
こ
で
は
、
道
は
天
道
で
あ
り
、
人
間
の
導
き
手
で
あ
り
、
徳
は
人
が
天
よ
り
禀
受
す
る
徳
行
で
あ
り
、
仁
は
人
を
待
す
る
善
心
、
義
は
事
を
処
す
る
際
の
原
則
、
礼
は
行
事
の
規
範
で
あ
る
。
人
が
君
子
に
成
り
た
い
と
か
、
甚
だ
し
き
は
修
養
し
て
賢
者
・
聖
人
に
成
り
た
い
と
思
う
な
ら
、
こ
の
五
つ
の
修
養
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
趙
蕤
『
長
短
経
』
は
更
に
、
人
間
の
行
動
と
い
う
角
度
か
ら
「
道
徳
仁
義
礼
」
と
「
智
信
」
の
重
要
性
お
よ
び
そ
の
相
互
関
係
を
き
っ
ち
り
と
説
明
す
る
。
彼
は
『
定
名
』
の
な
か
で
こ
う
指
摘
す
る
。「
夫
れ
道
は
人
の
踏
む
所
な
り
。
居
り
て
は
為
す
所
を
知
り
、
行
き
て
は
之ゆ
く
所
を
知
り
、
事
に
は
乗
る
所
を
知
り
、
動
い
て
は
止
ま
る
所
を
知
る
、
こ
れ
を
道
と
謂
う
。
徳
は
人
の
得
る
所
な
り
。
人
を
し
て
各
お
の
そ
の
欲
す
る
所
を
得
し
む
、
こ
れ
を
徳
と
謂
う
。
仁
は
愛
な
り
。
利
を
致
し
て
害
を
除
き
、
兼
愛
無
私
、
こ
れ
を
仁
と
謂
う
。
義
は
宜
な
り
。
是
非
を
明
ら
か
に
し
、
可
否
を
立
つ
、
こ
れ
を
義
と
謂
う
。
礼
は
履
な
り
。
進
退
に
度
有
り
、
尊
卑
に
分
有
る
、
こ
れ
を
礼
と
謂
う
云
々
」（
注
28
）
。
道ドウ
は
踏トウ
に
通
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
の
居
、
行
、
事
、
動
に
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
徳トク
は
得トク
に
通
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
お
の
そ
の
所
を
得
、
各
お
の
そ
の
欲
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
仁
は
愛
に
通
じ
る
。
利
を
興
し
弊
を
除
き
、
兼
愛
し
て
無
私
な
る
こ
と
で
あ
る
。
義
は
宜
に
通
じ
る
。
是
非
を
弁
明
し
、
可
否
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
礼
は
履
に
通
じ
る
。
行
動
に
規
範
が
あ
り
、
尊
卑
を
分
別
す
る
。
道
徳
と
仁
義
礼
智
信
は
、
人
間
の
知･
行
の
各
段
階
を
包
含
し
、
方
向
を
弁
別
し
、
そ
の
欲
す
る
所
を
得
し
め
、
兼
愛
皆
善
、
是
非
を
明
弁
し
、
動
き
は
そ
の
宜よろ
し
き
を
得
、
行
な
い
は
そ
の
所
の
根
本
的
な
保
障
を
得
る
。
宋
人
の
張
商
英
は
趙
蕤
の
基
本
的
な
道
筋
を
継
承
し
、
自
分
が
注
し
た
『
黄
石
公
素
書
』
原
始
章
で
言
う
、「
夫
れ
道
、
徳
、
仁
、
義
、
礼
の
五
者
は
一
体
な
り
。
道
は
人
の
踏
む
所
、
万
物
を
し
て
そ
の
由
る
所
を
知
ら
し
め
ず
。
徳
は
人
の
得
る
得
、
万
物
を
し
て
各
お
の
そ
の
欲
す
る
所
を
得
し
む
。
仁
は
人
の
親
し
む
所
、
慈
恵
惻
隠
の
心
有
り
、以
て
そ
の
生
成
を
遂
ぐ
。
義
は
人
の
宜
し
き
所
、
善
を
賞
し
悪
を
罰
し
、
以
て
功
を
立
て
事
を
立
つ
。
礼
は
人
の
履
む
所
、
夙
に
興
き
夜
に
寐
ね
、
以
て
人
倫
の
序
を
成
す
」（
注
29
）
。
彼
の
見
解
で
は
、
道
は
や
は
り
「
踏
」、
徳
も
や
は
り
「
得
」、
仁
も
や
は
り
「
親
」、
義
も
や
は
り
「
宜
」、
礼
も
や
は
り
「
履
」
で
あ
り
、
彼
が
趙
氏
の
学
説
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
五
徳
の
具
体
的
な
表
現
と
解
説
に
つ
い
て
は
、
か
え
っ
て
（ 13 ）
そ
れ
ぞ
れ
一
歩
進
め
た
り
高
め
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
道
」
は
丹
念
に
万
物
を
造
っ
て
も
万
物
に
「
そ
の
由
る
所
を
知
ら
し
め
ず
」
と
し
て
、更
に
多
く
の
玄
妙
感
と
神
秘
感
を
加
え
た
。
「
徳
」
は
人
が
得
る
こ
と
の
他
に
、
更
に
「
万
物
を
し
て
各
お
の
そ
の
欲
す
る
所
を
得
し
む
」
に
ま
で
拡
大
し
た
。「
仁
」
は
客
観
的
に
親
愛
す
る
者
の
た
め
に
利
を
興
し
害
を
除
く
こ
と
の
他
に
、
な
お
「
慈
恵
惻
隠
の
心
、
以
て
そ
の
生
成
を
遂
ぐ
」
の
は
た
ら
き
も
行
な
う
。「
義
」
は
客
観
的
に
「
是
非
を
明
ら
か
に
し
、
可
否
を
立
つ
」
以
外
に
、
な
お
「
善
を
賞
し
悪
を
罰
し
、
功
を
立
て
事
を
立
つ
」
と
こ
ろ
ま
で
主
動
性
を
推
進
し
て
い
る
。「
礼
」
は
、
人
を
待
し
事
を
処
す
「
分
」
と
「
度
」
以
外
に
、
更
に
「
夙
に
興
き
夜
に
寐
ね
、
以
て
人
倫
の
序
を
成
す
」
と
い
う
内
容
を
増
や
し
た
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
張
商
英
の
趙
蕤
学
説
に
対
す
る
継
承
と
発
展
が
見
て
取
れ
る
。
蜀
人
は
「
道
徳
仁
義
礼
」
と
い
う
こ
の
五
つ
の
概
念
を
使
う
時
に
、
意
識
的
・
自
覚
的
、
か
つ
整
合
的
・
系
統
的
に
そ
れ
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
王
褒
・
厳
厳
・
揚
雄
よ
り
以
下
、
趙
蕤
・
張
商
英
な
ど
の
人
々
に
至
る
ま
で
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
概
念
を
使
用
し
た
り
解
釈
し
た
り
す
る
際
、
互
い
に
繫
い
で
継
承
し
、
一
代
一
代
推
進
さ
せ
て
き
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、「
前
に
承
く
る
所
有
れ
ば
、
後
に
轉うた
た
（
い
よ
い
よ
）
精
な
る
を
出
す
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
、
結
語
巴
蜀
の
大
地
に
生
ま
れ
た
一
方
の
学
術
と
し
て
、「
蜀
学
」
は
悠
久
の
歴
史
に
お
い
て
途
絶
え
る
こ
と
な
く
高
潮
が
次
々
に
訪
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
豊
富
多
彩
で
独
特
な
特
色
を
具
え
、
お
の
ず
か
ら
体
系
を
成
し
て
い
る
。
長
期
的
な
流
伝
と
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、「
蜀
学
」
と
中
原
の
学
術
は
互
い
に
影
響
し
あ
い
、
作
用
し
あ
い
、
推
進
し
あ
っ
て
、
祖
国
の
文
化
宝
庫
の
な
か
の
重
要
な
組
成
部
分
と
な
っ
た
。
両
漢
以
後
の
巴
蜀
は
、
前
漢
の
文
翁
が
初
め
て
地
方
学
校
を
開
き
、
儒
家
の
『
七
経
』
を
伝
播
さ
せ
た
。
後
漢
の
高
公
は
周
公
の
礼
殿
を
創
設
し
、
古
先
の
聖
賢
を
祀
っ
た
。
経
典
は
特
に
五
代
の
孟
蜀
に
始
め
て
刻
さ
れ
、
北
宋
宣
和
の
『
蜀
石
経
』
と
な
り
、
儒
家
の
『
十
三
経
』
の
経
典
体
系
の
基
盤
を
定
め
た
が
、
中
国
に
流
行
す
る
こ
と
約
一
一
〇
〇
余
年
、
儒
学
の
発
展
に
深
く
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
う
し
た
「
文
教
興
蜀
」
「
廟
学
合
一
」「
大
度
包
容
」「
経
伝
同
尊
」
と
い
う
規
範
は
、
歴
代
、
蜀
を
治
め
蜀
を
安
ん
じ
る
た
め
に
良
好
な
手
本
を
提
供
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
後
世
の
全
国
的
な
儒
学
教
育
に
対
し
て
も
模
範
と
モ
デ
ル
を
示
す
役
割
を
果
た
し
た
。
「
蜀
学
」
が
制
度
設
施
・
儒
道
合
治
・
信
仰
体
系
・
経
典
体
系
・
核
心
的
価
値
な
ど
の
方
面
に
お
い
て
獲
得
し
た
学
術
の
成
果
（ 14 ）
と
成
功
体
験
は
、
か
つ
て
歴
史
上
道
案
内
と
モ
デ
ル
提
供
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
代
の
学
者
は
「
蜀
学
」
の
教
を
重
ん
じ
る
伝
統
を
継
承
し
、
儒
学
学
科
の
建
設
に
力
を
入
れ
、
儒
学
を
し
て
現
代
に
お
い
て
新
し
い
生
命
と
発
展
の
契
機
を
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
蜀
学
」
の
経
典
体
系
の
開
放
性
を
継
承
し
て
新
た
な
経
典
体
系
を
構
築
し
、「
蜀
学
」
の
独
特
な
「
三
才
皇
」「
五
色
帝
」
お
よ
び
「
周
公
礼
殿
」
の
祭
祀
シ
ス
テ
ム
に
範
を
取
っ
て
、
新
た
に
巴
蜀
の
信
仰
体
系
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
蜀
学
」
の
儒･
道
兼
治
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
道
徳
仁
義
礼
」
と
い
う
核
心
的
価
値
を
利
用
し
て
、
新
た
に
現
代
に
適
合
す
る
儒
学
の
普
及
と
応
用
の
理
論
体
系
を
構
築
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
時
間
が
掛
り
は
す
る
け
れ
ど
も
、
陣
地
（
活
動
の
場
）
が
あ
り
、
経
典
が
あ
り
、
理
論
が
あ
り
、
信
仰
が
あ
り
、
系
統
が
あ
る
「
新
蜀
学
」
は
、
必
ず
や
機
運
に
乗
じ
て
誕
生
す
る
に
違
い
な
い
。
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］
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頼
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蜀
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在
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。
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伊
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、
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蜀
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］
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出
版
社
。
（
11
）［
北
魏
］
酈
道
元
『
水
経
注
』
巻
十
八
「
渭
水
」。
そ
の
文
に
曰
う
、「
漢
高
帝
問
い
て
曰
く
、『
天
に
五
帝
有
り
、
今
四
は
何
ぞ
や
』
と
。
博
士
そ
（ 15 ）
の
故
を
知
る
も
の
莫
し
。
帝
曰
く
、『
我
こ
れ
を
知
る
。
我
を
待
ち
て
五
な
り
』
と
。
遂
に
北
畤
祀
黒
帝
を
立
つ
」。
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
。
（
12
）
蜀
石
経
は
当
時
文
翁
石
室
に
建
て
ら
れ
、
の
ち
に
原
碑
は
失
わ
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
な
っ
て
、香
港
の
骨
董
市
場
で
劉
体
乾
所
蔵
の『
蜀
石
経
』
の
拓
片
を
発
見
し
た
人
が
い
て
、
こ
こ
に
お
い
て
周
恩
来
総
理
に
報
告
さ
れ
、
や
っ
と
そ
の
遺
失
が
回
復
さ
れ
た
。
今
日
国
家
図
書
館
に
九
冊
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
劉
氏
石
印
本
八
冊
も
あ
り
世
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
（
13
）『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覧
、
不
二
、
許
維
遹
『
集
釈
』
本
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
、
第
四
六
七
︱
四
六
八
頁
。
（
14
）［
漢
］
趙
岐
注
、［
題
宋
］
孫
奭
疏
『
孟
子
注
疏
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
第
四
六
三
︱
四
六
四
頁
。
（
15
）［
漢
］
班
固
『
漢
書
』
巻
五
六
「
董
仲
舒
伝
」、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
、
第
二
五
〇
五
頁
。
（
16
）［
梁
］
蕭
衍
『
文
選
』
巻
五
一
「
四
子
講
徳
論
」、
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
、
第
七
一
五
頁
。
（
17
）［
漢
］
厳
遵
『
道
徳
指
歸
』
巻
一
「
上
徳
不
徳
」
篇
、明
『
津
逮
秘
書
』
本
。
ま
た
王
徳
友
整
理
本
（
中
華
書
局
出
版
）
も
あ
る
。
（
18
）［
漢
］
揚
雄
著
、
韓
敬
注
『
法
言
注
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
、
第
七
四
頁
。
（
19
）［
漢
］
揚
雄
著
、
韓
敬
注
『
法
言
注
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
、
第
三
七
四
頁
。
（
20
）［
漢
］
揚
雄
『
揚
子
雲
集
』
巻
四
、
清
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
。
（
21
）［
唐
］
趙
蕤
『
長
短
経
』
巻
一
「
量
才
」、
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
。
（
22
）［
唐
］
趙
蕤
『
長
短
経
』
巻
八
「
定
名
」、
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
。
（
23
）［
旧
題
漢
］
黃
石
公
撰
、［
宋
］
張
商
英
注
『
素
書
』
不
分
巻
、
明
『
漢
魏
叢
書
』
本
。
（
24
）［
明
］
楊
慎
『
升
庵
集
』
巻
六
五
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
第
六
三
四
頁
。
（
25
）［
清
］
黃
宗
羲
『
明
文
海
』
巻
一
三
八
来
知
徳
「
答
問
」、
清
涵
芬
樓
鈔
本
。
（
26
）［
漢
］
厳
遵
『
道
徳
指
歸
』
巻
一
「
上
徳
不
徳
」
篇
、明
『
津
逮
秘
書
』
本
。
（
27
）［
漢
］
揚
雄
著
、
韓
敬
注
『
法
言
注
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
、
第
七
四
頁
。
（
28
）［
唐
］
趙
蕤
『
長
短
経
』
巻
八
「
定
名
」、
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
。
（
29
）［
旧
題
漢
］
黃
石
公
撰
、［
宋
］
張
商
英
注
『
素
書
』
不
分
巻
、
明
『
漢
魏
叢
書
』
本
。
（ 16 ）
